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リサーチに注目した研究が行われている。ここでは，消費者の社会階層（Rich and Jain 








れた。消費者のライフスタイルを 5 つに分類した VALS 研究などはその代表的な成果と










メカニズムに注目した Nicosia モデル（Nicosia 1966）や Howard-Sheth モデル（Howard 
and Sheth 1969）などが開発される。また，その数年後，米国において消費者行動研究を
専門とする学会「Association for Consumer Research」が設立され，専門誌『Journal of 






モデルであった（Howard and Sheth 1969）。構成概念は，知覚構成概念と学習構成概念
に分けられ，後者を設定していることからも，本モデルは学習理論をベースとしているこ
とが読み取れる。これにより，消費者の反復購買に注目することが可能となった。
（1） Annual Review of Psychology には，定期または不定期で消費者行動研究に関する論文が掲載されている。
各論文では，消費者行動研究全体を鳥瞰したレビューが行われており，これらを読むことにより，論文発表
当時の学界における主要な関心事や，いままでの研究展開を容易に把握することが可能である（例えば，
Ariely and Norton 2009 ; Bettman 1986 ; Cohen and Chakravarti 1990 ; Guest 1962 ; Jacoby 1976 ; Jacoby, 
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Howard-Sheth モデルによると，消費者は学習機能を有しており，同一カテゴリーでの購
入を繰り返していくうちに，徐々に意思決定が簡素化されていくことが想定されている。














に支持される結果は得られなかった（Farley and Ring 1970, 1974；Lehman et al. 1974；
Lutz and Resek 1972）。
　こうしたなかで，刺激―反応型モデルに代わる新たなモデルとして提唱されたのが











の代表例といえるだろう（Petty and Cacioppo 1986）。また，購買意思決定プロセスを体
系化した EKB モデルは，幾度も改訂され，今日では基本的に情報処理パラダイムをベー
スとしたモデルへと進化している（Blackwell, Miniard, and Engel 2006）。情報処理パラ
ダイムの台頭に伴い，前述の Howard-Sheth モデルの改訂版となる Howard ニューモデル

















ていく（Brisoux and Laroche 1980）。ブランド・カテゴライゼーションの枠組みによると，
入手可能集合，知名集合，処理集合，想起集合という段階を経るにつれ，消費者が徐々に
選択肢数を絞り込んでいくプロセスが想定されている（Brisoux and Laroche 1980；恩蔵 
1995；守口 2012）。各集合にどれくらいの選択肢が入るかは製品カテゴリーによって異な
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とりわけ消費者の消費行為の意味や快楽性に焦点が向けられ（Hirshman and Holbrook 








置づけを議論する試みも行われた（阿部 2015；石井 1993；堀田 1991, 2006；堀越 2005）。
　今日においても，解釈主義的アプローチは衰えることなく展開されており，様々な研究
成果が発表されている（例えば，Belk 1988, 2009；松井 2013）。一方で，前述の情報処理
型の考え方も依然として強く定着しており，1980 年代以降，今日に至るまで消費者行動













性によって情報処理スタイルが異なること（例えば，Park and Smith 1989；Tybout and 
Artz 1994），目標がその後の製品評価（例えば，Brendl et al. 2003），考慮集合（例えば，












式化を図った研究（McAlister and Pessemier 1982；小川 2005；新倉 2005）などが展開
されている。
　消費者が有する目標は，情報取得にも影響を及ぼす。例えば，購買関与と外部探索行動
に正の関係が存在し，その結果，消費者の購買後満足も変化する（Punj and Staelin 
1983；Srinivasan and Ratchford 1991）。加えて，外部情報探索量は，購買関与（Jacoby, 
Chestnut, and Fisher 1978），製品知識（Beatty and Smith 1987），使用経験（Moorthy, 




のように影響を及ぼすのかが研究上の重要な関心事となる。例えば，Johnson and Russo 
（1984）は，製品知識と記憶の関係に注目し，関連情報を識別する能力などをはじめとし
た 3 つの能力が製品知識の増大に影響を与えることを明らかにしている。類似した研究は，
Srull （1983）や Hutchinson （1983）によっても取り組まれてきた。また，消費者の気分
（mood）が記憶にどのような影響を及ぼすのかについて検討した研究（例えば，Bower 
1981；Gardner and Vandersteel 1984），消費者の知識について「専門性（expertise）」の




（Loken 2006；髙橋 2011；新倉 2005, 2012）。カテゴリー化された知識について，多くの
研究はブランド拡張の文脈で論じており（Loken 2006），類似性概念を用いて拡張ブラン
ドと既存ブランドとの影響関係が探られている（Ahluwalia and Gurhan-Canli 2000；









（3） 消費者行動研究における関与概念の詳細については，青木（2004）；西原 （2013, 2015）を参照のこと。
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ても指摘されている。例えば，Simonson et al. （2001）は，過去の消費者行動関連ジャー
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らかにした。同様の傾向は，その後の研究によっても指摘されている。Wang et al. （2015）



























































る。購入予定時期を 4 分位法によって分割したところ，遠い群は平均で約 4 年後（n = 
25；M = 47.571），近い群は平均で約半年後（n = 28；M = 6.080）となった。それぞれの
群における重視属性の平均値を求めたところ，多くの属性において両群の違いが見られた
（図 2 ならびに表 1）。
　遠い将来に購買を予定している消費者が重視していたのは，「車種のイメージ」「企業メー




















t 値 p 値
遠い将来 近い将来
車種のイメージ 5.44 4.75 2.035 .047
企業メーカーのイメージ 5.60 4.79 2.149 .036
ボディのデザイン 5.56 4.71 1.684 .098
走行性能馬力やトルクなど 4.84 5.43 －1.798 .078
環境性能 5.08 5.00 .227 .822
燃費 4.28 5.43 －2.088 .042
価格 5.52 5.68 －.411 .683
図 2　自動車購入予定者の重視属性
注：図中の * は 5% 水準で有意，†は 10% 水準で有意の意。エラーバーは標準誤差（±1SE）を表している。
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タビューは，2010 年 2 月から 3 月にかけて行われ，都内の私立大学に通う大学生および
大学院が参加している。対象とした製品カテゴリーは，デジタルカメラ，スマートフォン，
パソコンの 3 つであり，これらの製品カテゴリーのいずれかを購入した，あるいは購入を
検討している参加者によって 2 つのグループが構成された（グループ 1 は 14 名，グルー







































している（青木 2012；安藤 2017；清水 2013）。企業が発信する広告だけでなく，DM や
アプリによって，消費者は日ごろから毎日膨大なメッセージを受け取る。Spenner and 
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